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昔の写真を探しています！
問本庁2階広報・広聴係
　☎22-7766
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仁和３（887）年からの歴史を
持つ赤坂八幡社。かつてこの
地に多数の弓矢の名手がいた
ことから「弓矢八幡」とも呼ば
れました。この「射方」が「伊
方」の語源とも言われています。

撮影日●昭和３年10月17日
赤坂八幡社落成

小
三

▶人事異動の大きな目的の
一つは人材育成。トヨタでも
「人間がモノをつくるのだか
ら人をつくらねば仕事も始ま
らない」と人材育成の重要性
が継承されているそうです。
役場にも20の多様な部署が
ありますが、そこでスキルアッ
プできるかどうかは自分次第。
新年度、さらに自分を成長さ
せ、福智のまちづくりに貢献
できるよう頑張ります。（日吉）
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猛
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頼
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▶はじめまして、４月より広
報担当となりました田代で
す。初めて触る本格的な
カメラなどすべてが新鮮で
勉強の毎日ですが、同時に
楽しさも感じることができて
います。地域の魅力や情
報を余すことなく伝え、町
民だけでなく多くの人から
愛される広報紙を作りたい
と思いますので、どうぞよ
ろしくお願いします。（田代）
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● 満開を迎えた福智の象徴「虎尾桜」

　

こ
の
春
も
福
智
山
の
中
腹
で「
虎
尾

桜
」が
緋
色
の
花
を
咲
き
誇
り
ま
し
た
。

全
国
的
に
桜
の
開
花
が
遅
れ
た
こ
と
も

あ
り「
か
つ
て
の
よ
う
に
隔
年
で
し
か

咲
か
な
く
な
っ
た
の
で
は
」と
心
配
さ
れ

た
エ
ド
ヒ
ガ
ン
の
巨
桜「
虎
尾
桜
」で
す

が
、
平
地
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
同
時
期

の
４
月
７
日
に
満
開
を
迎
え
ま
し
た
。

　

咲
き
始
め
に
最
も
濃
い
緋
色
を
み
せ

る「
虎
尾
桜
」。
満
開
を
ピ
ー
ク
に
花
の

色
は
た
ち
ま
ち
薄
く
な
り
ま
す
。「
虎

尾
桜
」の
最
高
の
見
頃
は
年
に
１
日
か

２
日
。
し
か
も
撮
影
で
映
え
る
晴
天
に

か
か
る
年
は
、
そ
う
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

６
百
年
以
上
の
時
を
超
え
、
年
に
数

日
だ
け
満
開
の
姿
で
魅
了
す
る「
虎
尾

↑鮮やかさに圧倒される反面、花が付
かず枯れた枝も目立ってきた推定樹齢
６百年超の「虎尾桜」。幹の枯死部分も
多く、支柱に支えられた状態ですが、今
年も満開の姿で花見客を魅了しました。

度重なる台風などで以前より
枝数が少ない「虎尾桜」。しか
しその圧倒的な存在感は健在
でした。週末は駐車できない
ほどの花見客が訪れ、数千人
が満開の姿を見上げました。

鮮烈な緋色
の存在感桜

」。
鮮
や
か
な
花
は
わ
ず
か
な
時
間
し

か
愛
で
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ

の
姿
は
わ
た
し
た
ち
の
故
郷
に
と
っ
て

何
に
も
代
え
難
い
貴
重
な
存
在
で
す
。

福
智
町
の
象
徴
と
し
て
、
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
し
て
立
ち
続
け
る
孤
高
の
一
本

桜
が
、
町
と
わ
た
し
た
ち
の
心
に
、
か

け
が
え
の
な
い
彩
り
を
添
え
て
い
ま
す
。

1満開を迎えた虎尾桜。2開花が心配
されたつぼみの頃。3６分咲きの虎尾桜。
4開花した時に最も濃い緋色をみせる。
5今シーズンに向け、手すりと滑り止め
が付けられた分岐点の板橋。6花見客が
絶えることのない週末の満開時。7虎の
尾のような枝から可憐な花を咲き誇った。


